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田崎　修・教授 緊急被ばく医療ネットワーク検討会委員長 長崎県

田崎　修・教授 編集委員会 委員 日本外傷学会

田崎　修・教授 資格試験作成委員会 委員 日本外傷学会

田崎　修・教授 評議員 日本救急医学会

田崎　修・教授 評議員 日本臨床救急医学会

田崎　修・教授 評議員 日本熱傷学会

田崎　修・教授 評議員 日本外傷学会

田崎　修・教授 評議員 日本救急医学会九州地方会

田崎　修・教授 Associate editor 日本救急医学会 Acute Medicine & Surgery

田崎　修・教授 総会・学術集会プログラム企画委員会 日本救急医学会

田崎　修・教授 代表理事 長崎救急医学会

田崎　修・教授 地方会活性化特別委員会 日本救急医学会

田崎　修・教授 学術集会の在り方検討特別委員会 委員 日本救急医学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
 新聞等に掲載された活動

青木義紘・助手

International Snakebite
Awareness Day 2024: Hear
from our Early Career
Grant awardees

The Society of
Tropical Medicine
and Hygiene

2024年8月31日

国際蛇咬傷啓発デーにおい
て、研究費受賞者を対象とし
たインタビューを受け、自身
の研究内容および蛇咬傷の課
題について説明した。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

田崎　修・教授

自信ありますか？１２誘導心
電図の判読～救急救命士向け
心電図判読能力向上トレーニ
ングプログラムの構築～

救急救命 ２０２４
年第２６巻第２号

2024年2月29日

救急救命士の１２誘導心電図
の判読能力向上は、適切な病
院搬送の一助となる。これに
より、救命率の向上や搬送時
間の短縮が期待できる。

くら基金 若手研究者奨励助成　「発展途上国
との医師交換研修・共同症例報告を通じた新
たな医療の質改善システムの開発に関する研
究」

青木義紘・助手 日本学術振興会 代表
若手研究者海外挑戦プログラム　「フィリピ
ン東ビサヤ地域におけるサマールコブラ咬傷
の新規PCR診断法の開発」

田島吾郎・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「単球・マ
クロファージおよびミクログリアの動態から
みた中枢神経障害の病態解析」

青木義紘・助手
Royal Society of Tropical
Medicine and Hygiene/Wellcome

代表

Factors associated with delayed hospital
visit for snakebite in the Eastern
Visayas, the Philippines: Exploring
traditional remedies in the communities

研　究　題　目

田崎　修・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「単球・マ
クロファージおよびミクログリアの動態から
みた中枢神経障害の病態解析」

青木義紘・助手 公益推進協会 代表

田崎　修・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「トランス
クリプトーム解析から展開するパターン認識
を応用した病態解析法の基盤構築」

田島吾郎・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「トランス
クリプトーム解析から展開するパターン認識
を応用した病態解析法の基盤構築」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

泉野浩生・助教 会則委員会委員 日本Acute Care Surgery学会

泉野浩生・助教 長崎市地域保健医療対策協議会 長崎市保健所

泉野浩生・助教 学生・研修医部会運用特別委員会委員 日本救急医学会

泉野浩生・助教
重症患者の栄養療法ガイドライン作成委員
会委員

日本集中治療医学会

猪熊孝実・助教 長崎県ドクターヘリ症例検討部会　委員 長崎県

猪熊孝実・助教 長崎市救急活動事後検証　検証医 長崎市

猪熊孝実・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会九州支部

猪熊孝実・助教 評議員 日本腹部救急医学会
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青木義紘・助手 coFFee doctors Hope coFFee doctors 2024年9月30日

顧みられない熱帯病である蛇
咬傷について、フィリピンに
おける課題と進行中の研究、
およびこれまでの海外支援活
動について紹介した。
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